
 

 

 

 

 

 

                                                     

 

 

  

 

１４日（火）の月集会で行いました。まず、佐原先生から「２学期の授業で、皆さんがどんなふうに学習してい

けばいいのかこれから５・６年生が発表します。発表後に感想を発表してもらいますから、最後までしっかり聞い

て、大切だと思うことを考えておいて答えられるようにください。」という話がありました。 

次に、５・６年生の希望者が「学びアップ集会」でみんなに発表しました。まず、１学期の学習のめあてを振り

返り、自分の考えを整理するために大切な二つのことをみんなで確認しました。一つ目は、「国語1・2・3」と「算

数1・2・3」で、実際の問題を見ながら、どこに線を引いたり丸や括弧で囲んだりすればいいのかみんなで考えま

した。（下図左）二つ目は、シンキングツールで、どのような時にどのツール使えばいいのか学びました。そして、

２学期のめあて「自分の考えを表そう～シンキングツールに書き込んで整理して～」を確認しました。 

 最後に、感想を発表しました。担任から指名された児童は、堂々と自分の言葉で発表しました。 

 

 

 

今回は、5・6年の一部を紹介します。今後の取組の参考にしていただければ幸いです。なお、紙面の都合で一

部編集させていただいたことをご了承願います。 

 

 夕食を済ませ、仕事の疲れのせいで何もせず寝てしまいまし

た。深夜目が覚め、洗濯や皿洗いが完了しているのに気づき、

子ども達の優しさに感動しました。 

 

 小さい頃に撮影したホームビデオを時々見ながら「家族や周

りのみんなに可愛がられている」「あなたは大切な子」「大好き

♡」と言葉に伝えています。 

 

調理実習でゆで卵の作り方を習ったのを生かし、毎日作って

くれました。白身が柔らかくとてもおいしいので、毎日食べるのが楽しみでした。 
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家ではムードメーカーです。お茶らけてみせみんなを楽しませてくれます。ピリピリしてしまう時も「まーまー、

もういいじゃん！」など場を和ませてくれます。なかなかできることではなく、子どもから学ぶことばかりです。 

 

妹が機嫌の悪い時、どうしたらスムーズに着替えさせられるか自分な

りに言葉かけを工夫しているので助かっています。「大きくなったら、

この経験、絶対役に立つよ！」「上手だね」などと褒めています。 

 

私は腰が痛いので、30 ㎏の米を父と祖母の手伝いをしながら毎回精

米機まで運んでくれるので大助かりです。 

 

昼休憩で「お昼をちゃんと食べたか」の連絡をした際、「お仕事頑張って‼」と LINE を入れてくれるので、仕

事頑張ることができました。帰ったら顔を見て「ありがとう、おかげで頑張れたよ」と言葉でも伝えています。 

 

子どもには小さい頃から「あなたの存在そのものに感謝しかな

い」と言うことを散々伝えてきているので、息子曰く「自己有用感

はMAX振り切れているそうです。 

 

最近自分で作れるものを作ってくれ、みんなに「食べる？」と聞

いてくれるのでとても助かっています。「ありがとう」と伝えると、

照れながらもうれしそうな顔がにじみ出ています。 

 

一緒に出掛けた時、地域やお店の方にしっかりとあいさつをする息子を見て、「素敵だな」と感じます。地域の

方からも褒められて、「素晴らしいことやよ」と本人に伝えています。 

 

ついかっとなって子どもを叱ると「お母さんそんな言い方ダメやよ！」と子どもに諭されます。自分の方が子ど

もから教えられたり考えさせられたりしています。 

 

リビングの掃除を気付いたときに「今日掃除機かけるねー」とか「今日掃除しといたよ」とまめにしてくれ、「片

付いていると気持ちいいねー」と本人も満足そうです。家族は「助かるわー きれいにしたぜー」と伝えています。 

 

一緒にいる祖母の内職の手伝いを進んでしてくれます。とても助かって

いると聞きました。孫との会話も弾んでいるようで生き生きとしています。 

 

夏休みは、ほぼ毎日洗濯や洗い物をしてくれました。親が休みの日も「疲

れとるやろ」と言い、率先して手伝ってくれました。本当に助かり、毎日

感謝の言葉を伝えました。 

 

暑い日が続きましたが、そんな時におやつの時間になると、家族にかき氷をふるまってくれました。「何味にし

ますか？大盛？普通？」など注文を取ってくれ、全員分準備してくれました。我が家は手動で力を使い、私はずっ

と作ることを敬遠していましたが、最後まで嫌がらずにおもてなしをしてくれ、家族全員喜んでいました。 
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